
１．概況

２．受　注 ･ 出　荷　実　績
（金額単位：百万円)

月･期別 １０月 前年同月 ４月～１０月 前年同期 １月～１０月 前年同期

機　種　別 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%) 累　　計 比増減率(%)

95,450 25.6 693,986 10.0 1,083,964 8.8

61,833 26.3 421,765 -2.3 660,251 -0.8

18,860 4.5 165,235 8.5 252,035 6.3

42,973 39.0 256,530 -8.1 408,216 -4.7

31,867 28.4 259,557 40.7 405,103 30.9

13,775 29.1 98,548 22.8 156,075 28.5

15,630 42.7 137,070 70.0 213,834 37.2

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 2,462 -22.9 23,939 1.5 35,194 9.4

1,750 -20.1 12,664 -15.6 18,610 -12.5

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく    　　　２．移動体端末には市民用トランシーバー、アマチュア用通信装置を含まず

      ３．ボタン電話装置は、端末機器に含めず、ネットワーク関連機器に含めた（2018年4月から）

３．受　注 ･ 出　荷　推　移

無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

通 信 機 器 用 部 品

　　【２０１９年１０月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

　当月の通信機器[国内]の受注･出荷は955億円、前年同月比25.6％増と2か月連続で増加。
　有線端末機器は、電話機(同比19.1％減)が同比を下回ったが、事業所用コードレスホン(同
比11.1％増)、その他の電話応用装置 (同比62.4％増)、ファクシミリ(同比4.4％増)が同比を
上回ったため、全体では189億円(同比4.5％増)と増加した。
　移動体端末機器は、スマートフォン冬春モデルの発売などにより、全体では430億円(同比
39.0％増)と4か月ぶりに増加した。
　有線ネットワーク関連機器は、構内用電子交換機(同比7.6％減)、ボタン電話装置(同比
13.2％減)などが同比を下回ったが、デジタル伝送装置(同比78.8％増)、PON/MC(同比80.9％
増)などが同比を上回ったため、全体では138億円(同比29.1％増)と増加した。
　無線ネットワーク関連機器は、官庁向け衛星系が好調の固定通信装置(同比54.6％増)、基地
局通信装置(同28.4％増)が同比を大きく上回ったため、全体では156億円(同比42.7％増)と増
加した。
　その他ネットワーク関連機器は、ルーター(同比3.8％増)が同比を上回ったが、LANスイッチ
(同比33.1％減)、その他(同比39.9％減)が同比を下回り、全体では25億円(同比22.9％減)と減
少した。
　通信機器用部品は18億円(同比20.1％減)となり、同比で減少が継続している。
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